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50th Anniversary 

Interview

　今年で創刊50周年を迎えた『デン
タルマガジン』。1973年の創刊時から
ご愛読いただき、ほぼ全号を大切に保
管くださっているという横山司先生
に、『デンタルマガジン』にまつわる
お話を伺いました。

『デンタルマガジン』との出会い
についてお聞かせください

　当時、私が勤務していた歯科医院に
出入りのディーラーさんが「モリタか
ら新しい雑誌が出ました」と持ってき
てくださったのが『デンタルマガジン』
の創刊号でした。その当時、歯科のメー
カーからこれほどボリュームがある雑
誌が発行されることなんてありません
でしたから、まずそのことに驚きまし
たね。

内容をご覧になっていかがでしたか
　きちんと読み物になっていたので
ページをめくっていておもしろかった
ですよ。その頃はまだ勤務医でした

が、翌年には開業しようと思っていた
ので、勤務先で使っていない機器や材
料に関する情報や、ユーザーの先生に
よるレポートはとても参考になりまし
た。なかでも「オフィス拝見」（現在
は「Good Style Office」）はいつも
手元に届いたら真っ先に開くページで
した。毎号いろんな規模やコンセプト
のクリニックが紹介されていて、「開
業する時にはどんなレイアウトや内装
にしようか」とイメージを練る際に大
いに参考になりました。また、私の実
家が建築の仕事をしていた影響で、
私自身も設計や内装に興味があったの
で、平面図を見ながらあれこれ考える
のも好きでしたね。開業の時にはス
タッフや患者さんの動線を考えながら
「オフィス拝見」も参考にしながら、
自分で図面を引いたんですよ。
　他には、「歯科医院経営講座」もよ
く読んでいました。歯科医院の経営に
特化したテーマで毎号書かれていて、
当時としては珍しかったと思います。

『デンタルマガジン』に関して印象に
残っているエピソードはありますか
　私が若い頃はスタディグループの活
動がさかんで、私も宮崎にあるスタ
ディグループに入って、東京や大阪を
はじめ各地のグループが主催する勉強
会にもよく参加していました。以前は
『デンタルマガジン』にも全国のスタ
ディグループの紹介ページが毎号掲載
されていて、「この先生はセミナーで
たしか隣に座っていた方だ。頑張って
いらっしゃるんだな」と刺激を受ける
こともありました。
　他にも「使っています」（現在は
「My Recommendation」）などで、
大学の先輩や後輩など、知り合いの先
生が載っていたらすぐに電話して、
「載ってたね」とか「あの製品の使用
感はどう？」と聞いたりもしました。
インターネットやSNSもない時代で
すから、こうした雑誌を通してお互い
の近況を確かめ、旧交を温めることが
できて、とても感謝しています。

開業から49年。
『デンタルマガジン』は
いつも私の隣にありました

宮崎県宮崎市　ヨコヤマデンタルオフィス
歯科医師　横山 司　院長　横山 純也

貴重な創刊号もほぼ完全な状態で保存されてい
ることに、訪れた取材スタッフもびっくり。

司先生の書斎には、創刊号から最新号までの
『デンタルマガジン』がズラリと並ぶ。

開業から8年後の1982年に現在地に移転。
2015年から純也先生が加わり、親子二代で地
域の歯科医療に貢献している。

デンタルマガジン創刊50周年インタビュー
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今後、『デンタルマガジン』に期待
することはありますか
　『デンタルマガジン』が今年で創刊

50年ですか。私も開業から49年にな
り、まさに苦楽をともに歩んできた
“相棒”といっても過言ではありませ
ん。時代に合わせてテーマやデザイン
は変化していくと思いますが、創刊

100年を目指して、これからも続けて
ください。願いはそれだけです。毎号
楽しみに待っています。

ここでは、ご子息純也先生も交えて

「医院承継」をテーマにお話を伺いま

した。

純也先生にクリニックを承継された

のはいつのことですか

司先生：1974年の開業から41年後の

2015年に院長を承継しました。

上手に承継するための秘訣があれば

教えてください

司先生：譲ると決めたらとにかく口を

出さないことです。親子間でうまくま

とまらなくて息子さんが出て行ってし

まうケースも耳にしますが、親が口を

出し過ぎるのが原因のことが多いと思

いますよ。

でもどうしてもアドバイスしたく

なりませんか

司先生：もちろんこれまで何十年も院

長として頑張ってきたのですから、ア

ドバイスしたい気持ちはよく分かりま

すが、やはり私たちの時とは時代が大

きく違いますから、そこは若い人に任

せた方がいいんですよ。

普段お二人はどんな雰囲気で

診療されているのでしょう

純也先生：いちばん分かりやすい例と

して、「院内に2つのクリニックがあ

るような感じ」とでも言えばいいので

しょうか。受付と会計こそ同じです

が、患者さんを分けているので、私は

父がどんな患者さんを診ているかあま

り知りませんし、逆に私が診る患者さ

んや普段の私の診療スタイルを父はほ

とんど知らないと思います。

司先生：そもそも使っている器具や

材料が違いますからね。そうなるとス

タッフが大変になるので、私の診療だ

けをアシストしてくれる専属スタッフ

を決めています。

純也先生：父は補綴出身で義歯の製作

やクラウン・ブリッジなどのノウハウ

が豊富なので、私の患者さんを診ても

らうこともありますし、逆に根管治療

などルーペを使った拡大視野で治療を

行うケースになれば、父の患者さんを

私が診て、終わったらまた父に戻した

りしています。

司先生：そのあたりはお互いを尊重し

てうまく役割分担できていると思いま

す。親は今までやってきたプライドが

ありますし、2代目は「ここからスター

トだ」と意気込みがありますから、こ

れが衝突してしまうと良い方向にはい

かなくなるでしょうね。

今後の抱負をお聞かせください

司先生：私はこれから自分が健康でい

られる限り、息子と一緒に地域の歯科

医療に貢献できれば幸せです。

純也先生：父の患者さんのお孫さん

が私の子供と同級生で、ずっと3代で

通ってくださる方もいらっしゃいま

す。父とできる限り一緒に続けたいで

すし、「2代目になってダメになったな」

と言われないように頑張りたいですね。

「医院承継」成功のポイントについて伺いました

司先生が使用する診療室。3台あるユニット
のうち1台を司先生専用にしている。
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